
技術開発の促進

規制の合理化・適
正化/支援の拡充

人材の育成・確保

先行地域での実現に向けた取組の推進
複数交通モード連携による需要
創出／安定的な水素供給

先行地域におけ
る初期的な導入

実現可能性の高
い地域のモデル化

研究開発、人材・技術・設備
への投資

行動変容を促す仕
組みづくり

マルチモーダル利用
に向けた検討

社会実装
（全国展開・普及拡大）
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交通脱炭素シンポジウムⅢ
『水素の利活用による交通分野の脱炭素化
～地域から未来をつなぐ脱炭素への道～』     （２０２5年3月4日）

小御門和馬研究員

＜まとめのポイント＞
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交通脱炭素シンポジウムⅣ
～利用者と歩む交通産業のカーボンニュートラル～

（２０２5年4月２1日）

谷口正信研究員

＜提言の柱＞

①交通モード横断のロードマップ策定

②インセンティブと規制による燃料転換の促進

③輸送機器・エネルギーの供給体制構築

④交通事業者の脱炭素コストの負担低減

⑤利用者のスコープ３排出量の削減促進

⑥利用者・社会の理解と行動変容促進
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バス・タクシー・鉄道の自動運転シンポジウム
（２０２5年6月13日）

＜概要＞
バス・タクシー・鉄道における自動運転化の普及および加速に向けた具体的な
対応策について提言を行うとともに、自動運転がもたらす将来の交通像などに
関するディスカッションを実施する

【基調講演】 「自動運転社会の実現に向けて（仮）」
  竹中 由紀夫 日本バス協会会長補佐、伊予鉄バス株式会社代表取締役専務取締役
 川鍋 一朗 全国ハイヤー・タクシー連合会会長、日本交通株式会社取締役

【研究報告】 「運輸分野における自動運転導入の効果・影響と普及加速化」
長谷川 稜 研究員 渡邉 洋輔 研究員

【パネルディスカッション及び質疑応答】

モデレーター 須田 義大 東京工科大学教授、片柳研究所未来モビリティ研究センター長

パネリスト 竹中 由紀夫 日本バス協会会長補佐、伊予鉄バス株式会社代表取締役専務取締役

浅井 康太 株式会社みちのりホールディングスグループディレクター

 川鍋 一朗 全国ハイヤー・タクシー連合会会長、日本交通株式会社取締役

 大東 明 東武鉄道株式会社鉄道事業本部技術統括部車両部長

 久保田 秀暢 国土交通省物流・自動車局次長

 小木津 武樹 群馬大学次世代モビリティ社会実装研究センター准教授

 平栗 滋人 前 鉄道総合技術研究所研究開発推進部JR部長

     (現 日本信号株式会社次世代交通インフラ推進室理事)
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地域交通シンポジウム
「緊急提言～地域交通制度の革新案～」 （２０２5年7月7日）

【来賓挨拶】 水嶋 智 国土交通省 国土交通審議官

【提言報告】 「地域交通制度の革新案（緊急提言）」

城福 健陽 元京都府副知事、運輸総合研究所特任研究員

【パネルディスカッション】

■コーディネーター
宇都宮 浄人 関西大学 経済学部 教授

■パネリスト
仮井 康裕 広島電鉄株式会社 代表取締役社長

小嶋 光信 両備グループ代表 兼 CEO、一般財団法人地域公共交通総合研究所 代表理事

松本 順 株式会社みちのりホールディングス 代表取締役会長

松本 義人 西日本鉄道株式会社 副社長執行役員 自動車事業本部長

城福 健陽 元京都府副知事、運輸総合研究所特任研究員

＜概要＞
地域交通産業の抜本的かつ包括的な基盤強化・事業革新を可能とする、法制度等
地域交通制度の革新案を緊急提言として報告するとともに、地域交通産業の現場
の視点から地域交通制度の革新案についてディスカッションを行う。
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経済安全保障のための
シーレーンの安全確保と
サプライチェーンの強靭化
シンポジウム2024

（２０２4年10月、ワシントンD.C.開催）
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日米国際航空シンポジウム
2025
～日米ASEANの連携で拓く
  航空コネクティビティの
未来～

（２０２5年3月、
                ワシントンD.C.開催）
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国土交通省・カリフォルニア州運輸省 共催
日米鉄道脱炭素フォーラム （２０２5年５月21日、ロサンゼルス開催）

プログラム：

 【冒頭挨拶】 トックス・オミシャキン カリフォルニア州運輸長官

田中 由紀 国土交通省国際統括官（ビデオ・メッセージ）

小林 伸行 国土交通省鉄道局国際課長

曽根 健孝 在ロサンゼルス日本国総領事

奥田 哲也 一般財団法人運輸総合研究所
                            専務理事・ワシントン国際問題研究所長

アン・バロウズ 全米日系人博物館 館長兼CEO

【パネルディスカッション１】 政府と民間セクターの鉄道脱炭素化戦略
国土交通省、カリフォルニア州交通局（Caltrans）、日立レール 登壇者名（略）

【パネルディスカッション２】 旅客及び貨物鉄道における代替燃料（水素・蓄電池等）の活用
＜モデレーター＞Anthony Serna カリフォルニア州運輸省 Rail and Transit Policy Advisor 
＜パネリスト＞ Tyson Eckerle       カリフォルニア州経済促進知事室（GO-Biz） Senior Advisor 

中野 智行     国土交通省鉄道局技術企画課長

                Michelle Stewart カルトレイン Director of Grants and Funding Management

 Victor Lopez   サンバーナーディーノ郡交通局 Director of Transit and Rail Programs

                       Mike Hart              シエラ・ノーザン鉄道 CEO

小御門 和馬 一般財団法人運輸総合研究所 研究員

【パネルディスカッション３】 高速鉄道、地域における公共交通指向型都市開発（TOD）

カリフォルニア高速鉄道局、コンサルタント、トランスベイ・ジョイント・パワーズ・オーソリティ、

（独）鉄道建設・運輸施設整備支援機構、積水化学工業株式会社、東急電鉄株式会社 登壇者名（略）

【閉会挨拶】    チャド・エジソン カリフォルニア州運輸省筆頭副長官

小御門和馬
研究員

奥田哲也
専務理事
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運輸総合研究所アセアン・インド地域事務所 物流シンポジウム
『フィリピンにおける効率的な物流の構築を目指して
～海ASEANにおける物流の改善～（パート１）』（２０２5年2月19日、

開催地：マニラ）
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